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皆さんの声を町政に届けます!!
担当委員会にて対応！
経済文教常任委員会

	　
１１
月
２８
日
に
三
地
区
の
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
町
や
議
会
に
望

む
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
議
会
報
告
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
各
地
区

に
共
通
し
て
、「
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
」の
解
散
に
つ
い
て
心
配
す
る

ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
八
十
里
越
道
路
の
開
通
を
控
え

た
道
路
の
改
良
や
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
再
開
通
を
目
前
に
し
た
観
光
、
施

設
整
備
等
の
ご
意
見
を
伺
い
、
議
会
は
出
さ
れ
た
意
見
を
各
委
員
会
に

振
り
分
け
今
後
の
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

＊道の駅建設の進捗状況はどうなっているのか、場所を早く示し
てほしい。

＊誘致企業撤退後の跡地利用を検討されているのか。
＊空き家対策をしっかり進めてほしい。
＊保養センターの閉鎖はあってはならない。存続に向け取り組ん
でほしい。

＊八十里越道路、平石山トンネルの用地交渉は進んでいるか。
＊JR只見線の再開通後の来訪者
が長く滞在してもらえる方策を
考えてほしい。

＊今回のプレミアム商品券は発行
後すぐに完売してしまった。販
売方法の検討をしてほしい。

＊道の駅は他の施設との抱き合わ
せでないと経営が難しい。議会
としての提案も必要と考える。

＊八十里越道路の開通に向け、国
道２８９号の危険個所の道路改
良を求める。

＊用水の被災が多くある。河川の
土砂撤去を急いでほしい。

＊ブル除雪後の玄関先の除雪対策を。
＊明和橋の架け替え工事の方針を早く決め
てもらいたい。

＊水路の維持補修等の集落負担金の軽減を
求める。

＊観光まちづくり協会の解散と補助金議決
に対して議会審議は十分だったのか、解
散後の観光ビジョンはあるか。

只見保養センターの存続が求められている

国道２８９号大倉地内の危険個所

只見振興センターでの参加者
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多くの意見が出されました!
参加者52名の貴重な意見

総務厚生常任委員会

広報広聴常任委員会

議会運営委員会

あとがき
　�議会では皆様から出された多くの貴重な意見、今すぐ取り組まな
ければならない課題、指定管理施設のあり方等を担当委員会に割り
当てて町当局と今後の対応を協議検討してまいります。

＊地域づくり交付金の補助申請に対する親切
な対応を願う。

＊議会のＩＣＴ化はどうなっているのか。

＊議員定数の削減と報酬の改善を。
＊陳情について議会で採択した後、執行から
報告まで詳しい説明がほしい。

議会
報告会

朝日振興センターでの参加者

明和振興センターでの参加者
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10万円現金支給 12月
会議

　
１２
月
１４
日
か
ら
１７
日
ま
で
の
４
日
間
開
催

さ
れ
、
条
例
改
正
４
件
、
財
産
の
取
得
、
一

般
会
計
、
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
人
事
案

件
１
件
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

只見町国民健康保険
条例改正

債務負担行為

臨時特別給付金

国民健康保険施設
特別会計一般管理費

少子化対策の重要性を鑑み出産育児一時
金を４０４，０００円から４０８，０００円
に改めるもの

令和４年度更新分
除雪ローダー２台分

令和３年度更新予定の除雪ローダーが新型コロナ
ウイルスの影響により納期が降雪前に間に合わな
かった事を受け令和４年度購入分の除雪ローダー
早期発注が必要なため。

Ｑ 納車はいつになるのか？

Ａ １月入札、発注すること
で令和４年１１月までに

は納車可能となるため、
債務負担行為で計上し対
応したい。

国からの方針が示され、追加補正予算を議決し、一律現金給付

新型コロナウイルスワクチン３回目接種
にあたり臨時職員などを配備し迅速な対
応をしていくための人件費。

4600万円

4700万円

69万円

12月補正予算
� （千円未満切り捨て）

※債務負担行為とは、予算は単一年度で完結するのが原則
ですが、１つの事業が単年度で終了せずに後年度におい
ても「負担＝支出」をしなければならない場合には、あ
らかじめ後年度の債務を約束し予算で決めること。
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18歳以下
臨時特別給付金

農業機械購入費補助

小・中学校の教職員用のタブレット端末２５台配備

Ｑ どの様に活用していくのか？

Ａ ＩＣＴ授業・Ｅ
ＳＤ・デジタル

教科書等有効な活用を
研究していく。

ブルーリボン運動
　１２月は「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」につき、国会議員、地方議員、多くの国民がブルーリボン
を着けて拉致被害者の生存と救出を信じる意思を示す国民運動として呼びかける活動のことで、リボン
に限らず、青いシャツやネクタイなど日常生活で身に着けるものと言う事で只見町議会も１２月会期中
全議員がブルーのマスクを着用し国民世論の啓発を図る取り組みを実施。

電動自転車購入
電動アシスト付き自転車をさらに進化させたＥバイク１０台
観光客のレンタル用に只見駅・湯ら里・森林の分校等の観光
施設に配備する。

Ｑ 雪まつり等で試乗体験はどうか？

Ａ 検討する。

450万円

◦免許不要で自転車と同じような手軽さ
◦航続距離が１００キロ以上
◦アシスト力が大きいので坂道や山道など幅広い活用が可能

産地パワーアップ
事業補助金 ICT機器購入

761万円
200万円

タブレットを使用した授業

Ｅバイク

迅速な対応！

Ｅバイクの特徴
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　毘沙沢林道の全線舗装
と常時除雪、町道編入を
お願いする件

陳情者
◦布沢区長　　小林　幸夫
※両案件とも経済文教常任委員会に付託された。

　農地・農業用施設等の
災害復旧事業等に係る町
の支援制度の改善をお願
いする件

陳情者
◦布沢区長　　小林　幸夫
◦坂田区長　　馬場　正一
◦塩ノ岐区長　五十嵐利明

　
人
権
擁
護
委
員
の
人
事
案
件
が
提
案

さ
れ
、
投
票
の
結
果
満
場
一
致
で
同
意

し
た
。

　
任
期
は
３
年

人
権
擁
護
委
員�

渡
部 
早
苗 
氏

�

（
小
川
）

人権擁護委員に渡部早苗氏

みなさまからの請願・陳情について

理　
由　

　
冤
罪
事
件
に
よ
る
被
害
者
救
済
の
た
め
に
、

再
審
が
公
平
で
透
明
性
を
も
っ
た
も
の
に
す
る

た
め
に
法
改
正
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
。

渡部早苗氏

採択調査中

調査中

刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
の

改
定
を
求
め
る
意
見
書
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◎新型コロナウイルスワクチン接種費用

◎深沢温泉源泉整備調査委託料

◎スキーシーズン券購入補助金

◎農業施設整備事業集落補助金

◎観光まちづくり協会補助金

◎バリアフリーに対応した
　中学校施設改修

1004万円

207万円

69万円

149万円

1041万円

1693万円

６５歳以上対象に３回目のワクチン接種
１月下旬から朝日診療所で個別接種開始予定

現在の源泉の経年劣化に伴い町民の憩いの場
である温泉施設が滞ることが無いように新し
い源泉整備調査を行なう。

小学生・中学生の只見スキー場リフト券を無料
小学生１３０人、中学生１０３人が対象

集落負担の軽減策として補助率７０
％から補助率を９０％に引き上げ。

（令和３年４月に遡り適用）

人材不足、業務停滞の理由などから協会解散にあたり、基
金返還金に不足が生じる場合、不足分についての補助金を
出し、一日も早い観光行政体制を構築するための支援策。

階段昇降機、玄関段差解消、車椅子購入など
バリアフリー改修工事費用

10月22日（金）

11月30日（火）

10月
会議

11月
会議

観光まちづくり協会

階段昇降機

用水路

� （千円未満切り捨て）
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議長動静 10月～12月

末永くお幸せに

おめでとうございます今後の利活用が重要

◦
１０
月
１１
日

会
津
鉄
道
・
野
岩
鉄
道
次
期
経
営
計
画
説
明
会

�

（
南
会
津
町
）

◦
１０
月
１４
日

令
和
３
年
度
し
あ

わ
せ
金
婚
夫
婦
１２

組
の
表
彰
式

�（
季
の
郷
湯
ら
里
）

◦
１０
月
１９
日

南
会
津
地
方
植
樹
祭
に
て

ブ
ナ
の
苗
木
の
植
樹

�

（
た
だ
み
の
森

キ
ャ
ン
プ
場
）

◦
１０
月
２６
日

只
見
町
表
彰
式
・
道
路
除
雪

表
彰
式
（
季
の
郷
湯
ら
里
）

◦
１０
月
２６
日

奥
会
津
五
町
村
議
会
議
長
連

絡
協
議
会
に
て
只
見
線
再
開

通
後
に
係
る
意
見
交
換
会
・

星
賢
孝
氏
の
講
演
会

�

（
金
山
町
）

◦
１１
月
２
日

久
野
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
た
だ
み
・

モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
整
備

事
業
に
係
る
勉
強
会

�

（
役
場
町
下
庁
舎
）

◦
１１
月
１５
日

全
国
過
疎
地
域
連
盟　
第
５２
回
定
期
総
会
（
東
京
都
）

◦
１１
月
１８
日

会
津
総
合
開
発
協
議
会
臨
時
総
会
（
会
津
若
松
市
）

大きくなあれ～
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ダ
ム
・
発
電
関
係
市
町

村
全
国
協
議
会
の
国
へ
の

要
望
事
項
に
つ
い
て
調
査

し
、
自
主
財
源
確
保
に
つ

い
て
継
続
し
て
調
査
す
る
。

　
委
員
会
と
し
て
２
つ
の

意
見
を
議
決
し
た
。

①
こ
の
冬
の
原
油
価
格
の

　９月会議以降１２月会議までの間、議会運営委員会では下記の件について審議された。（抜粋）

１０月２２日　　只見町議会１０月会議の開催、議会報告会について協議
１１月１９日　　所管事務調査、請願・陳情、議会の運営に関する基準について協議
１１月３０日　　只見町議会１１月会議の開催、請願・陳情、議員の勉強会、先進地視察研修、

所管事務調査について協議
１２月　９日　　只見町議会１２月会議提出議案等について協議

会議日程を１２月１４日から１７日までの４日間に決定。
請願・陳情、諸般の報告、請願・陳情付託、各委員会所管事務調査報告、
各一部事務組合議会報告、一般質問の通告内容、委員会審査報告、
議員提出議案について協議

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

が
解
散
の
意
向
を
受
け
、

会
津
た
だ
み
振
興
公
社
や

只
見
駅
前
賑
わ
い
創
出
事

業
の
運
営
方
法
な
ど
を
中

心
に
調
査
を
進
め
た
。
こ

の
中
で
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
会
が
今
ま
で
担
っ
て
き

た
観
光
行
政
施
策
を
会
津

高
騰
は
誰
も
が
想
定
外

で
あ
り
町
民
の
暮
ら
し

を
直
撃
し
て
い
る
。
多

く
の
町
民
は
厳
寒
の
中

で
厳
し
く
辛
い
暮
ら
し

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
当
局
は
こ
の

事
態
の
救
済
策
を
具
体

た
だ
み
振
興
公
社
が
継
続

し
て
行
な
う
と
の
主
旨
の

説
明
を
受
け
た
が
、
会
津

た
だ
み
振
興
公
社
の
経
営

状
況
や
人
材
確
保
に
も
課

題
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
調
査
を
継

続
す
る
。

　
ま
た
、
歳
時
記
会
館
や

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

議会運営委員会

経
済
文
教
常
任
委
員
会

◦
新
た
な
自
主
財
源
確
保
を
調
査

◦
２
つ
の
意
見
を
議
決

◦
駅
前
賑
わ
い
創
出
事
業
を
調
査

◦
付
託
さ
れ
た
２
件
の
陳
情
案
件
を
継
続
審
査

朝日診療所ナースステーション継続した活用が求められる歳時記会館

只
見
保
養
セ
ン
タ
ー
の
今

後
に
つ
い
て
も
町
民
の
利

益
に
反
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
注
視
し
て
調
査
を

す
る
こ
と
と
し
た
。

　
更
に
は
１２
月
会
議
で
付

託
を
受
け
た
２
件
の
陳
情

案
件
に
つ
い
て
も
、
現
地

調
査
・
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
継
続
審
査
と
し

た
。

　
他
に
は
補
正
予
算
に
関

連
し
、
除
雪
ブ
ル
の
更
新

化
し
、
喫
緊
の
課
題
と

し
て
議
会
に
提
案
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
。

②
朝
日
診
療
所
の
医
療

は
、
看
護
師
不
足
に
よ

る
入
院
患
者
の
制
限
は

改
善
さ
れ
た
も
の
の
、

夜
間
救
急
患
者
の
受
け

入
れ
が
で
き
な
い
な
ど
、

町
民
の
医
療
体
制
の
重

大
な
不
備
が
続
い
て
い

る
。
こ
の
現
状
は
、
直

接
人
命
に
関
わ
る
事
態

や
湯
ら
里
の
源
泉
管
改
修

工
事
、
中
学
校
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
工
事
の
説
明
等
を

受
け
た
。

で
あ
り
、
当
局
は
そ
の

責
任
を
速
や
か
に
果
た

さ
れ
た
い
。
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表
紙
の
説
明

　
第
９４
回
選
抜
高
校
野
球
大

会
の
２１
世
紀
枠
候
補
９
校
に

東
北
地
区
か
ら
只
見
高
校
が

選
ば
れ
た
。
こ
の
快
挙
に
町

を
あ
げ
て
只
見
高
校
を
応
援

し
て
い
る
。
野
球
部
の
冬
の

練
習
は
限
ら
れ
た
屋
内
で
の

練
習
が
中
心
に
な
る
。
表
紙

の
写
真
は
、
本
格
的
な
冬
を

前
に
貴
重
な
外
で
の
練
習
風

景
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
雪
が

積
も
っ
て
い
る
た
め
、
長
靴

を
履
い
て
の
守
備
練
習
。
厳

し
い
冬
の
練
習
で
鍛
え
て
、

是
非
甲
子
園
で
戦
っ
て
ほ
し

い
。
１
月
２８
日
に
代
表
３
校

が
決
定
す
る
。

南
会
津
地
方
広
域　

市
町
村
圏
組
合
議
会

　
１０
月
１１
日
全
員
協
議
会
に
お
い
て
広
域
市

町
村
圏
組
合
消
防
本
部
の
超
過
勤
務
手
当
過

払
い
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
令
和
３
年

３
月
、
県
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
医
療
体
制
負
担

金
交
付
手
続
き
事
務
の
際
に
、
事
務
担
当
者

が
気
付
き
発
覚
、
平
成
６
年
４
月
８
日
よ
り

２７
年
間
過
大
支
給
と
な
っ
て
い
た
。
福
島
県

町
村
顧
問
弁
護
士
に
相
談
し
過
誤
払
い
分
を

徴
収
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　
同
日
臨
時
会
で
は
、
原
子
力
災
害
避
難
指

示
区
域
消
防
活
動
費
交
付
金
で
あ
る
職
員
手

当
を
勤
務
手
当
過
誤
払
い
の
理
由
に
よ
り
国

へ
一
部
返
還
す
る
た
め
の
補
正
予
算
が
提
案

さ
れ
、
全
会
一
致
で
議
決
さ
れ
た
。

①議会だより１６６号発行作業（１月２８日発行）
②議会広報を通じて町民の方に行政内容が分かりやすく、読んでみたくなるような広報誌の発行を目指
し取り組んでいく。

③町民の声を町政に反映させるための広聴活動にも力を入れ取り組んでいく。

広報広聴常任委員会

　広報広聴常任委員会では町民の皆様からの様々な意見を聴き議会活動、町政に反映
し、より良いまちづくりを考える場として一般会議開催の募集をしております。

　町民の皆さんと議会が一緒になりまちづくりについて話し合ってみませんか！

一般会議募集のお知らせ

　テ ー マ　　テーマはまちづくりについてどのような事でも構いません、申し込み
の際にお知らせください。

　開催方法　　日時・場所については皆さんの都合に合わせご相談させて頂きます。
申し込み方法　議会事務局へご連絡ください。（TＥL８２－５３００）
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町
を
想
い
11
名
が

一般質問

町
政
を
問
う

■ 酒井正吉郎　……………………12
公共施設の存続と最優先事業は

■ 矢沢　明伸　……………………13
均衡ある上下水道施策の展開を

■ 小沼　信孝　……………………14
全線再開通後の観光振興策は

■ 佐藤　孝義　……………………15
集落座談会の効果と検証は

■ 菅家　　忠　……………………16
目指すべき公共交通のあり方とは

■ 鈴木　好行　……………………17
第三セクターの経営改善は

■ 三瓶　良一　……………………18
河川流水占用料の交付実現を

■ 山岸　国夫　……………………19
灯油高騰に対する町民生活支援を

■ 中野　大德　……………………20
米価下落に伴う支援策は

■ 酒井　右一　……………………21
人口減少と財政、業務の精選は

■ 齋藤　邦夫　……………………22
集落は瀕死の状態、対策はいかに

ブナりん

各議員のところにＱＲコードを
付けてみました。
一般質問の様子が見れます。
ぜひ見てね！
＊注　今回は１〜２名が一緒の録画動画

になっています。

議員が行政全般（役場の仕事全般）に
対して、方針を問い、政策の提言な
どを行なうことです。

一般質問とは

11



酒
さか

井
い

正
しょう

吉
きち

郎
ろう

議員

公共施設の存続と
最優先事業は
� 答 駅前創出事業を第一に

問
前
町
政
の
目
玉
と

も
言
え
る
道
の
駅

建
設
計
画
が
、
現
政
権
に

な
り
方
向
転
換
さ
れ
、
駅

前
賑
わ
い
創
出
事
業
が
出

て
き
た
。
ま
た
観
光
ま
ち

づ
く
り
協
会
の
解
散
問
題
、

歳
時
記
会
館
の
閉
鎖
騒
ぎ
、

レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
や
保
養
セ

ン
タ
ー
の
運
営
存
続
等
、

課
題
が
次
々
と
発
生
し
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
再

開
通
、
国
道
２
８
９
号
八

十
里
越
の
全
線
開
通
を
目

前
に
控
え
、
来
年
度
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
優
先
順

位
で
町
政
を
推
進
さ
れ
て

い
く
の
か
。

伐期を迎えた町内の森林

答
只
見
駅
前
賑
わ
い

創
出
を
第
一
に
、

奥
会
津
・
南
会
津
の
新
た

な
観
光
周
遊
ル
ー
ト
と
し

て
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
る

の
で
、
只
見
町
が
単
な
る

通
過
点
と
な
ら
な
い
よ
う
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
創
出
な
ど
、
観

光
地
と
し
て
の
魅
力
づ
く

り
や
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

の
改
修
な
ど
受
け
皿
整
備

を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

観
光
推
進
体
制
の
再
構
築

が
急
務
と
考
え
て
い
る
。

今
般
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
会
の
事
業
業
務
を
会
津

た
だ
み
振
興
公
社
に
移
管

し
、
一
本
化
を
図
る
取
組

み
を
皮
切
り
に
町
内
第
三

セ
ク
タ
ー
等
の
改
革
を
進

め
、
町
の
観
光
施
策
を
強

力
に
推
進
す
る
組
織
体
制

づ
く
り
を
行
な
っ
て
い
き

た
い
。

問
木
材
産
業
の
復
活

に
よ
る
民
有
林
の

森
林
整
備
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
、
自
然
首
都
・
た

だ
み
の
真
の
実
現
、
ま
た

鳥
獣
対
策
の
為
に
も
森
林

整
備
は
最
重
要
課
題
と
考

え
る
。
荒
廃
状
態
の
山
林

や
原
野
を
活
用
し
た
木
材

産
業
の
復
活
に
知
恵
を
絞

り
、
実
行
あ
る
の
み
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

答
未
利
用
と
な
り
が

ち
な
間
伐
材
等
の

有
効
な
活
用
先
と
し
て
、

公
共
施
設
へ
の
薪
ボ
イ
ラ

ー
を
導
入
す
べ
く
検
討
に

入
っ
て
い
る
。
供
給
体
制

な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
多
く
の
課
題
を
整

理
し
な
が
ら
前
向
き
に
進

木
材
産
業
の
復
活
に
よ
る

森
林
整
備
を

�

答
持
続
可
能
な
形
で
森
林
資
源
を
活
用
す
る

め
た
い
。
ま
た
、
伐
採
跡

地
の
天
然
更
新
等
、
再
度

利
用
可
能
な
森
林
へ
戻
す

こ
と
も
重
要
と
考
え
て
お

り
、
国
・
県
補
助
金
や
森

林
環
境
譲
与
税
等
の
活
用

を
検
討
し
な
が
ら
推
進
し

て
い
き
た
い
。

12



矢
や

沢
ざわ

明
あき

伸
のぶ

議員

問
只
見
町
は
水
環
境

の
保
全
と
し
て
上

下
水
道
の
整
備
を
進
め
、

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
や

子
ど
も
た
ち
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ

（
海
洋
教
育
）で
自
然
環
境

の
保
全
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
南
会
津
町
で

は
環
境
基
本
計
画
で
上
下

水
道
事
業
の
施
策
の
中
で
、

行
政
、
住
民
、
事
業
者
の

取
り
組
む
こ
と
を
「
源
流

と
し
て
の
役
割
」
と
し
て

体
系
的
に
明
確
に
し
て
い

る
。
只
見
町
に
お
い
て
も

そ
の
よ
う
な
視
点
を
持
っ

た
指
標
が
必
要
は
。

答
町
と
し
て
は
振
興

計
画
に
基
づ
い
て

考
え
て
い
る
。
自
然
首
都

を
標
榜
し
て
い
る
只
見
町
、

行
政
ば
か
り
で
な
く
住
民

の
理
解
の
上
具
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
る
。

問
公
共
上
下
水
道
施

設
も
設
置
か
ら
年

数
が
経
過
し
、
併
せ
て
合

併
浄
化
槽
も
同
様
で
あ
る
。

　
合
併
浄
化
槽
は
設
置
時

の
補
助
金
が
あ
る
が
、
そ

の
後
の
維
持
管
理
は
個
人

で
あ
り
、
点
検
等
の
手
数

料
や
、
ひ
び
割
れ
な
ど
多

上下水道は私たちの生活に必要不可欠な設備

均
衡
あ
る
上
下
水
道

施
策
の
展
開
を

�

答
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く

大
な
修
繕
等
の
事
由
が
生

じ
て
き
て
い
る
事
例
が
あ

る
。
維
持
管
理
や
補
修
等

に
対
す
る
助
成
等
の
仕
組

み
が
で
き
な
い
か
。
維
持

管
理
補
助
に
つ
い
て
は
猪

苗
代
町
や
須
賀
川
市
に
制

度
が
あ
る
。

答
集
落
排
水
施
設
と

合
併
浄
化
槽
の
費

用
負
担
等
を
含
め
具
体
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
簡
易
水
道
施
設
が

整
備
さ
れ
て
い
な

い
地
域
は
明
和
地
区
の
３

集
落
と
な
っ
て
い
る
。
令

和
３
年
度
振
興
計
画
実
施

計
画
に
集
落
水
道
水
質
保

全
事
業
の
項
目
が
あ
り
水

質
検
査
が
実
施
さ
れ
た
よ

う
だ
が
、
令
和
３
年
度
で

終
了
か
。

答
集
落
の
水
道
施
設

の
飲
料
水
と
し
て

の
検
査
の
効
果
と
支
援
の

方
法
等
含
め
令
和
４
年
度

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
住
民
生
活
に
密
接

な
水
、
集
落
排
水

施
設
、
簡
易
水
道
施
設
の

対
象
外
地
域
が
あ
る
。
整

備
地
域
と
条
件
不
利
地
域

の
一
体
的
な
対
応
、
均
衡

あ
る
施
策
の
展
開
を
。

答
同
じ
町
民
と
し
て

維
持
費
等
著
し
い

格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
南
会
津
町
の
環
境
基

本
条
例
等
の
目
的
か
ら
と

ら
え
れ
ば
い
ろ
ん
な
支
援

を
し
て
い
く
こ
と
は
利
に

か
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

の
で
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

13



小
お

沼
ぬま

信
のぶ

孝
たか

議員

全線再開通後の
観光振興策は
� 答 絶好のＰＲの場と認識をしている

問
Ｊ
Ｒ
只
見
線
再
開

通
、
町
と
し
て
相

当
の
覚
悟
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
再
開

通
す
れ
ば
良
い
と
言
う
事

で
は
な
い
。

答
新
た
な
ス
タ
ー
ト

だ
と
認
識
し
て
い

る
。
観
光
路
線
と
し
て
多

く
の
方
と
力
を
合
わ
せ
て

さ
ら
な
る
魅
力
ア
ッ
プ
、

そ
し
て
誘
客
に
結
び
付
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
決
し
て
気
を
緩
め
る

こ
と
な
く
力
を
入
れ
て
や

っ
て
い
く
覚
悟
を
持
っ
て

い
る
。

只見線全線開通５０周年

問
ど
う
し
た
ら
利
用

客
を
増
や
し
、
ど

の
よ
う
に
し
て
観
光
客
を

呼
び
込
む
か
。

答
災
害
か
ら
の
復
旧
、

全
国
で
も
例
を
見

な
い
上
下
分
離
方
式
に
よ

る
運
行
で
も
あ
り
、
絶
好

の
Ｐ
Ｒ
と
捉
え
、
新
た
な

只
見
線
フ
ァ
ン
獲
得
を
目

標
に
情
報
発
信
を
行
な
い
、

只
見
町
を
通
過
点
で
な
く

目
的
地
と
し
て
選
ん
で
い

た
だ
き
滞
在
時
間
を
有
効

に
活
用
で
き
る
魅
力
あ
る

企
画
商
品
を
検
討
し
て
い

く
。問

上
下
分
離
方
式
に

よ
る
運
行
に
か
か

る
経
費
が
当
初
よ
り
増
え

て
い
る
が
、
現
在
は
増
え

た
分
は
県
が
負
担
す
る
事

に
な
っ
て
い
る
が
今
後
町

の
負
担
金
が
増
え
る
事
も

考
え
ら
れ
る
が
、
よ
り
多

く
の
人
に
来
て
い
た
だ
く

し
っ
か
り
と
し
た
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
私
も
そ
う
思
う
の

で
、
や
は
り
そ
う

い
っ
た
俯
瞰
的
な
も
の
の

見
方
、
考
え
方
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

問
駅
前
賑
わ
い
づ
く

り
、
順
番
が
違
う

の
で
な
い
か
。総
合
案
内
・

飲
食
・
物
販
の
そ
れ
ぞ
れ

一
店
舗
を
会
津
た
だ
み
振

興
公
社
に
お
願
い
し
て
か

ら
そ
の
後
に
、
一
般
に
募

集
を
か
け
ら
れ
た
。

　
総
合
案
内
に
つ
い
て
は

良
い
と
思
う
が
、
町
民
に

広
く
求
め
る
の
が
後
に
な

る
か
ら
、
町
が
主
導
で
観

光
ま
ち
づ
く
り
協
会
を
解

散
さ
せ
た
よ
う
な
話
が
出

回
る
の
で
は
な
い
か
。

答
総
合
案
内
は
一
つ

に
し
て
お
き
た
い
、

そ
う
い
っ
た
調
整
、
話
し

合
い
に
時
間
を
と
り
遅
く

な
り
、
そ
の
点
に
つ
き
ま

し
て
は
お
詫
び
申
し
上
げ

る
。
今
後
、
町
民
、
事
業

者
の
方
の
意
見
を
聞
き
本

当
の
賑
わ
い
に
つ
な
が
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
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住民の意見を聞く集落座談会

佐
さ

藤
とう

孝
たか

義
よし

議員

集
落
座
談
会
の

効
果
と
検
証
は

�

答
要
望
実
現
に
邁
進
し
た
い

問
集
落
座
談
会
で
多

か
っ
た
意
見
や
要

望
は
何
か
。
町
政
策
に
取

り
上
げ
る
べ
き
も
の
で
、

す
ぐ
に
で
き
る
事
項
、
５

年
の
間
に
実
現
で
き
そ
う

な
事
項
、
そ
れ
以
外
の
長

期
的
事
項
は
。

答
町
内
１７
ヵ
所
で
開

催
し
、
２
３
０
件

以
上
の
率
直
な
意
見
や
要

望
を
頂
き
、
大
変
有
意
義

だ
っ
た
。
来
年
度
も
実
施

し
た
い
。

　
日
常
生
活
に
直
結
す
る

道
路
や
河
川
、
農
業
用
水

路
等
の
整
備
、有
害
鳥
獣
、

除
雪
、
空
き
家
に
関
す
る

意
見
な
ど
が
多
か
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の

早
期
実
施
は
多
く
の
方
か

ら
安
堵
の
言
葉
を
頂
い
た
。

　
す
ぐ
に
で
き
る
事
項
は
、

農
業
施
設
整
備
に
関
す
る

補
助
金
の
補
助
率
の
見
直

し
で
先
般
の
議
会
に
提
案

し
了
解
い
た
だ
い
た
。
道

路
や
水
路
の
簡
易
補
修
の

範
囲
で
対
応
で
き
る
も
の

は
速
や
か
に
対
応
し
、
集

落
等
へ
報
告
し
た
。

　
５
年
の
間
に
実
現
で
き

そ
う
な
事
項
は
、
集
会
所

へ
の
車
い
す
の
設
置
を
来

年
度
予
算
に
計
上
。
そ
の

他
と
し
て
は
、
国
道
２
８

９
号
八
十
里
越
の
開
通
に

向
け
た
道
路
整
備
や
道
の

国コロナ対策による
町への影響は
� 答 具体的な財政均衡策の情報は入っていない

問
国
の
コ
ロ
ナ
対
策

に
要
し
た
財
源
は
、

大
部
分
が
国
債
発
行
に
よ

る
も
の
だ
が
、
只
見
町
の

よ
う
な
小
さ
い
自
治
体
や
、

住
民
に
ど
の
よ
う
に
影
響

が
出
て
く
る
の
か
。

答
年
度
末
の
国
債
残

高
が
１
０
０
０
兆

円
を
超
え
る
見
込
み
だ
。

経
済
団
体
の
試
算
で
は
、

政
策
的
経
費
を
税
収
な
ど

で
ど
れ
だ
け
賄
え
て
い
る

か
を
示
す
基
礎
的
財
政
収

支
比
率
を
安
定
さ
せ
る
に

は
、
消
費
税
率
を
段
階
的

に
１９
％
に
上
げ
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
る
が
、
現

時
点
で
は
、
具
体
的
な
増

税
や
地
方
交
付
金
の
削
減

な
ど
、
財
政
均
衡
策
の
情

報
は
入
っ
て
い
な
い
。

な
お
、
今
回
の
補
正
に
よ

る
追
加
交
付
額
は
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
を
見
据
え
、
適

正
な
財
政
運
営
に
努
め
て

い
く
。

駅
整
備
な
ど
。
長
期
的
課

題
と
し
て
は
大
き
な
予
算

を
伴
う
道
路
改
良
や
企
業

誘
致
な
ど
に
関
す
る
意
見

を
頂
い
た
。
引
き
続
き
議

員
の
方
の
意
見
、
協
力
を

得
な
が
ら
、
要
望
実
現
に

邁
進
し
て
い
き
た
い
。
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目指すべき
公共交通のあり方とは
� 答 環境変化を適切に捉えた対応を目指す

問
今
後
の
公
共
交
通

の
あ
り
方
を
再
考

す
る
時
期
が
き
て
い
る
と

考
え
る
。
例
え
ば
ス
ク
ー

ル
バ
ス
は
国
県
の
支
援
は

な
く
町
の
単
独
予
算
で
あ

る
。
制
度
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
み
ん
な
が
乗

れ
る
バ
ス
に
す
る
た
め
に

定
員
以
外
の
制
約
は
あ
る

か
。答

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は

普
通
交
付
税
の
算

定
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。

生
徒
以
外
も
乗
車
で
き
る

混
乗
バ
ス
に
す
る
と
、
国

か
ら
の
普
通
交
付
税
が
減

額
と
な
る
。

菅
かん

家
け

　忠
ただし

議員

問
会
津
た
だ
み
振
興

公
社
に
委
託
し
て

い
る
福
祉
送
迎
バ
ス
と
民

間
事
業
者
に
補
助
し
て
い

る
介
護
タ
ク
シ
ー
は
、予
算

書
を
見
る
と
大
枠
は
同
じ

項
目
で
あ
る
。
協
力
体
制

を
築
け
る
の
で
は
な
い
か
。

答
可
能
性
が
あ
る
の

で
研
究
す
る
。

問
現
在
、
町
の
公
共

交
通
は
昔
か
ら
あ

る
も
の
と
最
近
で
き
た
も

の
と
混
在
し
て
い
る
。
統

合
で
き
る
も
の
は
統
合
し
、

会
津
た
だ
み
振
興
公
社
の

手
を
空
け
な
い
と
駅
前
に

賑
わ
い
が
で
き
な
い
と
考

え
る
。

　
ま
た
、
来
年
予
定
さ
れ

て
い
る
只
見
線
鉄
路
再
開

通
に
よ
り
、
代
行
バ
ス
の

車
両
と
人
に
余
裕
が
出
る
。

一
方
で
只
見
駅
か
ら
の
観

光
タ
ク
シ
ー
に
は
余
裕
が

少
な
い
。
課
を
越
え
た
公

共
交
通
の
あ
り
方
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
り
方
な
ど
の
協

議
は
進
ん
で
い
る
か
。

答
時
代
に
合
わ
せ
て

よ
り
良
い
交
通
体

系
を
作
っ
て
き
た
経
過
が

あ
る
が
、
今
後
の
あ
り
方

や
組
織
作
り
の
協
議
に
ま

で
至
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
、
弱
い
と
こ
ろ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
公
共
交
通
は
技
術

の
革
新
が
多
い
事

業
だ
と
考
え
る
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
、
Ａ
Ｉ
バ
ス
、

無
人
バ
ス
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
な

ど
先
進
地
で
様
々
な
実
証

実
験
が
さ
れ
て
い
る
。
山

村
留
学
生
や
外
国
人
技
能

実
習
生
の
方
々
も
増
え
て

お
り
、
公
共
交
通
に
も
多

様
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

混
乗
バ
ス
が
良
い
の
か
、

利
用
者
ご
と
の
専
門
の
バ

ス
が
良
い
の
か
、
只
見
町

の
目
指
す
べ
き
公
共
交
通

の
あ
り
方
を
引
き
続
き
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
広
い
面
積
の
只
見

町
に
は
、
公
共
交

通
は
し
っ
か
り
と
協
議
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。
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問
第
三
セ
ク
タ
ー
に

よ
る
指
定
管
理
施

設
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
厳
し

い
経
営
状
況
に
あ
る
。
今

後
ど
の
よ
う
な
管
理
運
営

体
制
を
め
ざ
し
て
い
く
の

か
。

答
只
見
町
観
光
ま
ち

づ
く
り
協
会
と
会

津
た
だ
み
振
興
公
社
の
業

務
を
一
体
的
に
運
営
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
提
案
し
、

将
来
的
に
は
「
ま
ち
づ
く

り
会
社
」
的
な
組
織
の
構

築
を
図
り
、
一
貫
的
な
経

営
方
針
の
も
と
内
部
・
外

部
の
人
材
登
用
と
育
成
を

図
る
。

鈴
すず

木
き

好
よし

行
ゆき

議員

第
三
セ
ク
タ
ー
の

経
営
改
善
は

�

答
外
部
人
材
の
登
用
と
育
成
を
図
る

問
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
会
が
１２
月
で
解

散
と
聞
く
。
雪
ま
つ
り
を

目
前
に
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
更
新
や
雪
ま
つ
り
の

案
内
、
宿
泊
状
況
の
情
報

提
供
は
間
に
合
う
か
。

営業の継続が望まれる只見保養センター

答
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
会
の
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
業

務
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
扱
い
は
早
急
に
協
議

し
た
い
。

問
只
見
保
養
セ
ン
タ

ー
の
指
定
管
理
者

が
撤
退
の
意
向
だ
と
伺
っ

た
。
設
置
条
例
の
目
的
に

は
本
町
住
民
の
福
祉
増
進

と
観
光
事
業
の
振
興
を
図

る
と
あ
る
が
、
今
後
の
方

針
は
。

答
最
低
で
も
入
浴
業

務
だ
け
は
通
年
で

継
続
し
た
い
。

問
冬
期
の
子
ど
も
た

ち
の
体
力
づ
く
り

や
、
町
民
の
健
康
増
進
の

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
的

な
施
設
へ
の
転
換
を
考
え

て
は
い
か
が
か
。

答
今
後
、
検
討
し
た

い
。

問
同
様
に
歳
時
記
会

館
の
夏
季
営
業
か

ら
会
津
た
だ
み
振
興
公
社

が
撤
退
す
る
と
伺
っ
た
。

観
光
客
が
訪
れ
る
場
所
だ

け
に
観
光
案
内
、ト
イ
レ
、

休
憩
所
の
機
能
は
残
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
同
感
だ
。
現
在
利

用
方
法
を
検
討
中

だ
。問

第
三
セ
ク
タ
ー
の

経
営
改
善
に
は
有

能
な
人
材
確
保
が
第
一
だ
。

会
津
た
だ
み
振
興
公
社
の

従
業
員
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

答
観
光
ま
ち
づ
く
り

協
会
の
従
業
員
を

継
続
雇
用
し
た
い
。ま
た
、

国
が
派
遣
す
る
「
地
域
お

こ
し
企
業
人
」
に
応
募
し

て
お
り
、
３
月
に
は
示
さ

れ
る
。
更
に
外
部
人
材
の

複
数
人
確
保
と
従
業
員
の

人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
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河川流水占用料の
交付実現を
� 答 所在地の振興に向けて取り組む

問
ダ
ム
所
在
地
の
衰

退
は
重
大
な
社
会

問
題
で
あ
り
、
地
域
社
会

は
維
持
継
続
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
安
定
し
た
財
源
が
必

要
だ
。
県
に
交
付
さ
れ
て

い
る
河
川
流
水
占
用
料
約

３０
億
円
を
ダ
ム
所
在
町
村

に
交
付
さ
れ
る
よ
う
制
度

改
正
の
実
現
に
向
け
て
積

極
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

答
こ
の
度
ダ
ム
・
発

電
関
係
市
町
村
全

国
協
議
会
の
常
任
理
事
に

任
命
さ
れ
た
の
で
、
様
々

な
視
点
か
ら
ダ
ム
所
在
地

の
振
興
に
向
け
て
取
り
組 三

さん

瓶
べ

良
りょう

一
いち

議員

む
。
国
も
化
石
燃
料
か
ら

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

水
力
発
電
の
活
用
に
よ
り

所
在
町
村
の
役
割
も
変
わ

る
。
地
域
振
興
と
発
展
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
践

し
て
い
る
只
見
町

は
環
境
問
題
の
先
進
地
だ
。

国
交
省
の
ダ
ム
再
生
ビ
ジ

ョ
ン
で
も
立
地
町
村
の
活

性
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

水力発電を担う田子倉発電所

問
鉄
道
客
車
キ
ハ
号

の
詳
し
い
検
討
状

況
は
。

答
キ
ハ
号
に
は
ア
ス

ベ
ス
ト
が
使
用
さ

れ
て
お
り
撤
去
費
用
、
輸

送
費
、
設
置
費
等
で
約
１

億
円
程
度
に
な
る
。
駅
前

用
地
取
得
に
つ
い
て
は
境

界
協
議
が
終
わ
り
、
用
地

測
量
図
を
作
成
中
だ
。
面

積
確
定
後
に
Ｊ
Ｒ
と
協
議

し
、
土
地
売
買
契
約
を
締

結
す
る
予
定
だ
。

駅
前
、
道
の
駅
、

庁
舎
等
の
整
備
は

�

答
議
会
や
町
民
の
　
　
　
　
　

�

意
見
を
聞
い
て
進
め
る

問
駅
前
、
道
の
駅
、

役
場
庁
舎
等
の
新

し
い
中
心
市
街
地
の
青
写

真
は
。

答
来
年
秋
の
再
開
通

に
向
け
て
簡
易
的

で
は
あ
る
が
、
賑
わ
い
創

出
事
業
を
進
め
る
。
３
年

か
ら
５
年
程
度
を
目
途
に

本
格
的
な
賑
わ
い
拠
点
と

し
て
複
合
的
な
駅
舎
整
備

を
検
討
す
る
。
道
の
駅
は

基
本
計
画（
案
）の
趣
旨
や

コ
ン
セ
プ
ト
を
尊
重
し
設

置
場
所
を
検
討
す
る
。
役

場
庁
舎
は
只
見
町
役
場
の

位
置
を
定
め
る
条
例
に
基

づ
い
て
検
討
し
た
い
。
議

会
と
の
協
議
や
町
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
を

進
め
た
い
。

立
地
町
村
の
振
興
の
た
め

に
は
財
源
が
必
要
だ
。

答
立
地
町
村
は
国
民

生
活
や
社
会
経
済

活
動
を
支
え
て
き
た
。
一

方
で
過
疎
化
、
少
子
高
齢

化
、
財
政
の
脆
弱
化
、
豪

雨
災
害
な
ど
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
財
源
確
保
も

様
々
な
項
目
で
要
望
し
て

い
る
。
協
議
会
の
中
で
構

成
町
村
と
し
て
も
取
り
組

み
た
い
。
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灯
油
高
騰
に
対
す
る

町
民
生
活
支
援
を

�

答
対
象
の
不
平
等
感
無
く
す

�

判
断
難
し
い
　
　
　
　
　

問
原
油
価
格
の
高
騰

に
よ
る
町
民
生
活

へ
の
影
響
は
多
大
な
も
の

が
あ
る
。
町
の
支
援
策
と

し
て
以
前
か
ら
提
案
し
て

い
る
福
祉
灯
油
の
実
施
、

介
護
施
設
へ
の
暖
房
費
高

騰
分
の
助
成
、
除
雪
支
援

事
業
者
へ
の
燃
料
費
高
騰

分
の
支
援
や
、
町
が
指
定

山
やま

岸
ぎし

国
くに

夫
お

議員

検
討
す
る
。
福
祉
施
設
等

へ
の
支
援
対
策
は
、
設
備

の
変
化
も
あ
り
研
究
が
必

要
。
除
雪
支
援
事
業
者
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
積
雪

状
況
等
に
よ
り
検
討
。
指

定
管
理
施
設
は
、
単
価
変

動
分
を
協
議
に
よ
り
実
績

清
算
し
て
い
る
。

問
国
･
県
も
原
油
価

格
高
騰
対
策
で
実

施
自
治
体
に
１
／
２
補
助

す
る
こ
と
を
発
表
し
て
い

る
。
総
務
厚
生
常
任
委
員

会
は
灯
油
代
補
助
す
べ
き

と
当
局
に
求
め
て
い
る
。

厳
冬
期
の
町
民
の
生
活
に

思
い
を
寄
せ
た
対
応
が
必

要
。答

支
給
検
討
で
不
平

等
感
を
無
く
す
判

断
難
し
い
。
社
協
･
民
生

･
児
童
委
員
会
と
話
し
合

い
す
る
機
会
を
設
け
た
い
。

管
理
者
と
の
契
約
に
お
け

る
単
価
も
そ
の
後
高
騰
し

て
い
る
が
対
応
は
。

答
町
内
経
済
対
策
と

冬
期
間
に
お
け
る

支
援
で
、
す
で
に
町
民
一

人
当
た
り
１
万
円
の
商
品

券
と
食
事
券
を
配
布
し
て

い
る
。
さ
ら
な
る
支
援
策

は
国
･
県
の
動
向
を
見
て

米価下落に
対する支援を
� 答 種籾購入費助成など　
� 振興策に取り組む

問
原
発
事
故
の
影
響

に
よ
る
風
評
被
害

や
コ
ロ
ナ
禍
で
米
価
は
価

格
が
さ
ら
に
暴
落
し
て
い

る
。
今
年
の
米
価
下
落
を

踏
ま
え
た
支
援
策
を
。

答
令
和
４
年
産
米
係

る
種
苗
用
の
種
籾

の
購
入
費
用
の
助
成
、
農

業
用
施
設
の
新
設
･
改
良

･
補
修
等
に
係
る
集
落
補

助
金
の
補
助
率
の
引
き
上

げ
、
農
業
用
機
械
の
購
入

助
成
、
集
落
共
同
作
業
軽

減
に
向
け
た
除
草
機
械
購

入
へ
の
支
援
を
し
て
い
く
。

町
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

推
進
し
買
い
手
の
確
保
に

つ
な
げ
、
米
価
下
落
の
直

撃
を
緩
和
で
き
る
よ
う
に

努
め
る
。

問
県
の
試
算
額
で
町

内
農
家
の
減
収
額

は
約
５
９
０
０
万
円
と
な

る
。
県
内
の
市
町
村
で
は

様
々
支
援
策
を
講
じ
て
い

る
。
実
態
を
把
握
し
減
収

対
策
を
求
め
る
。

答
他
市
町
村
の
直
接

支
援
策
承
知
し
て

い
る
。
町
は
、
今
後
も
農

業
の
振
興
策
を
引
き
続
き

取
り
組
む
。
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米価下落に伴う
支援策は
� 答 来年度、安定的な支援策を講じたい

問
農
業
政
策
の
実
状

と
効
果
は
。

答
後
継
者
・
担
い
手

確
保
対
策
と
し
て
、

各
地
で
開
催
さ
れ
る
農
業

フ
ェ
ア
に
出
展
す
る
と
と

も
に
、
初
期
投
資
を
行
な

う
こ
と
で
新
規
就
農
者
確

保
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
た
、
重
点
振
興
作
物
へ

の
規
模
拡
大
支
援
も
実
施

し
、
後
継
者
の
い
な
い
農

家
に
は
、
担
い
手
へ
の
集

約
化
を
進
め
、大
規
模
化
、

効
率
化
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
稲
作
に
つ
い
て
は
、

近
年
国
庫
補
助
等
の
採
択

要
件
が
厳
し
い
状
況
に
あ 中

なか

野
の

大
たか

德
のり

議員

る
こ
と
か
ら
、
認
定
農
業

者
や
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に

定
め
る
中
心
的
担
い
手
の

機
械
購
入
に
係
る
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
圃
場
整

備
事
業
の
推
進
に
よ
り
条

件
整
備
を
図
っ
て
き
た
。

米価下落に対する支援策を

問
令
和
３
年
に
つ
い

て
は
、
消
費
者
の

米
離
れ
に
加
え
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
米
需
要
が
大
幅

に
減
少
し
た
。
３
年
産
米

は
こ
の
影
響
を
受
け
予
想

以
上
に
価
格
が
落
ち
込
ん

だ
と
考
え
る
が
町
は
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答
米
価
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
に
関
す
る
業
務
用
米

の
消
費
低
迷
、
人
口
減
少

や
食
生
活
の
多
様
化
に
よ

る
米
離
れ
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
る
。
他
に
令
和

２
年
産
米
の
在
庫
が
積
み

上
が
り
、
市
場
で
の
取
引

価
格
が
大
幅
に
下
落
し
て

い
る
状
況
も
系
統
販
売
に

係
る
仮
渡
金
の
下
落
に
繋

が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

次
期
作
支
援
、
農
業
用
施

設
改
良
等
補
助
、
農
業
用

機
械
購
入
補
助
等
多
方
面

か
ら
支
援
し
て
い
く
。

問
新
年
度
予
算
に
収

入
保
険
な
ど
の
支

援
策
の
考
え
は
。

答
テ
ー
ブ
ル
に
挙
げ

検
討
し
た
い
。

問
米
価
下
落
に
関
し

て
の
支
援
策
は
今

議
会
の
追
加
議
案
で
提
出

さ
れ
て
も
理
解
で
き
る
と

考
え
る
。

答
近
隣
市
町
村
の
支

援
策
に
つ
い
て
は

承
知
し
て
い
る
。
来
年
度

に
向
け
て
安
定
的
な
支
援

策
を
講
じ
て
い
く
の
で
理

解
し
て
頂
き
た
い
。
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酒
さか

井
い

右
ゆう

一
いち

議員

問
町
長
は
只
見
町
の

「
中
期
財
政
見
通

し
」
を
基
本
と
し
て
実
施

計
画
を
作
っ
た
と
述
べ
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
質
問
す

る
。

　
只
見
駅
前
賑
わ
い
創
出

事
業
と
し
て
、
あ
わ
せ
て

２
億
８
０
０
万
円
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
内

訳
を
見
る
と
、
古
い
客
車

を
購
入
し
て
展
示
す
る
事

業
と
観
光
案
内
・
物
販
・

飲
食
部
門
の
事
業
が
主
な

内
容
だ
。
こ
れ
で
駅
前
に

賑
わ
い
が
も
た
ら
さ
れ
る

の
か
。

答
駅
前
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
と
し
て
客
車

設
置
を
計
画
し
た
。
今
は

客
車
購
入
を
事
業
か
ら
外

し
た
。

人
口
減
少
と
財
政
、

業
務
の
精
選
は

�

答
中
期
財
政
見
通
し
に
よ
る

問
只
見
川
流
域
（
地

域
）
は
電
源
開
発

に
よ
っ
て
人
々
や
土
地
を

失
い
、「
地
域
の
産
業
基

盤
」は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

寂
れ
ゆ
く
只
見
の
中
心
市

街
地
に
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
こ
と
は
痛
い
ほ
ど
良
く

分
か
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
「
駅
前

賑
わ
い
創
出
事
業
」
は
、

只
見
川
流
域
の
産
業
振
興

に
関
し
て
骨
太
か
つ
俯
瞰

的
な
視
点
が
見
え
な
い
。

一
方
、
只
見
道
の
駅
基
本

計
画
は
骨
太
で
あ
り
駅
前

賑
わ
い
創
出
事
業
と
中
心

市
街
地
活
性
化
の
課
題
を

十
分
に
反
映
し
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
「
只
見
道
の
駅

基
本
計
画
」
を
推
進
し
て

は
ど
う
か
。

答
「
只
見
道
の
駅
基

本
計
画
」
の
作
成

経
過
は
承
知
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
道
の
駅
は
生

活
の
駅
型（
セ
ン
タ
ー
型
）

と
考
え
て
い
る
。

問
固
定
資
産
税
は
平

成
２０
年
か
ら
こ
れ

ま
で
に
１
億
４
千
万
円
以

上
減
っ
て
い
る
。
注
目
す

べ
き
は
大
型
償
却
資
産
と

言
わ
れ
る
只
見
川
電
源
開

発
由
来
の
固
定
資
産
税
で

あ
る
。

　
只
見
町
の
固
定
資
産
税

総
額
の
７０
％
以
上
が
こ
の

大
型
償
却
資
産
だ
。
只
見

道
の
駅
基
本
計
画
の
中
止

問
題
し
か
り
、
す
で
に
只

見
の
分
離
分
村
運
動
を
口

に
す
る
人
さ
え
出
て
い
る
。

町
長
は
過
激
な
行
政
執
行

を
や
め
な
い
と
、
将
来
に

大
き
な
禍
根
を
残
す
。

答
町
は
旧
３
村
の
合

併
自
治
体
だ
。
分

村
運
動
に
な
っ
て
は
困
る
。

そ
う
し
た
声
が
あ
れ
ば
、

今
後
は
襟
を
正
し
丁
寧
な

説
明
に
徹
す
る
。

中期財政見通し（抜粋）
①目的の明確化（趣旨、目的は何か）
②効果の予測（どのような効果が期待されるか）
③費用対効果の判断（効率的な内容か）
④緊急度の判断（いつ実施すべきか）
⑤終期の設定（いつまで実施すべきか）
等、町の健全な財政運営と効果的な事務事業の基準を
定めたもの。
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集落は瀕死の状態、
対策はいかに
� 答 関係人口受け入れと集落の活性化

問
人
口
減
少
に
よ
り

集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
は
危
機
的
状
態
で
あ
る
。

主
な
集
落
支
援
策
と
そ
の

手
応
え
、
今
後
の
具
体
的

な
取
り
組
み
を
問
う
。

答
集
落
へ
運
営
支
援

交
付
金
の
交
付
を

行
な
っ
て
い
る
。ま
た
、布

沢
、
坂
田
集
落
は
、
県
の

制
度
を
導
入
し
て
関
係
人

口
受
け
入
れ
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
集
落
の
維
持
・

発
展
に
有
効
な
手
段
だ
と

考
え
る
。
現
在
、
集
落
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の
た
め
、

共
同
作
業
や
助
け
合
い
、

作
業
負
担
軽
減
の
た
め
除 齋

さい

藤
とう

邦
くに

夫
お

議員

草
機
購
入
支
援
、
除
雪
支

援
、
生
き
が
い
づ
く
り
な

ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

集落の維持に欠かせない除雪支援

問
国
勢
調
査
で
は
高

齢
化
率
が
４７
・
２

％
、
５
年
間
で
５
％
上
昇

し
、
限
界
集
落
は
１１
集
落

に
増
加
。
し
か
し
、
高
齢

化
が
著
し
く
て
も
住
民
や

議
会
、
首
長
が
あ
き
ら
め

ず
に
取
り
組
め
ば
滅
び
な

い
。
島
根
県
某
町
の
過
疎

脱
却
の
４
つ
の
柱
の
ひ
と

つ
に
行
政
職
員
の
熱
意
を

掲
げ
て
い
る
。
町
の
頭
脳

と
し
て
職
員
の
皆
さ
ん
に

期
待
し
た
い
。

答
国
勢
調
査
結
果
は

大
変
深
刻
な
状
況

で
対
策
が
よ
り
大
切
で
あ

る
。
ま
た
、
物
事
に
は
熱

意
を
持
っ
て
あ
た
る
こ
と

が
大
事
、
正
に
肝
に
銘
じ

て
行
政
の
長
と
し
て
私
が

先
頭
に
立
っ
て
、
職
員
と

力
を
合
わ
せ
て
町
政
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
高
齢
者
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
３

つ
の
要
素
「
医
、食
、住
」

を
問
う
。
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
体
制
強
化
は
期
待
で
き

る
か
。
食
を
賄
う
買
物
支

援
バ
ス
制
度
を
活
用
し
た

福
祉
政
策
。
ま
た
、
高
齢

者
世
帯
に
は
積
雪
期
の
不

安
が
絶
え
な
い
。
住
環
境

改
善
は
喫
緊
の
課
題
と
考

え
る
が
。

答
朝
日
診
療
所
の
医

療
体
制
は
、
県
に

常
勤
医
師
１
名
、
医
科
大

学
に
常
勤
医
師
３
名
、
非

常
勤
医
師
２
名
の
支
援
を

申
請
中
。
他
の
医
療
機
関

と
の
調
整
も
あ
り
引
き
続

き
支
援
要
請
を
行
な
っ
て

い
く
。
食
対
策
は
社
会
福

祉
協
議
会
の
買
い
物
支
援

事
業
を
継
続
し
、
高
齢
者

等
の
見
守
り
を
移
動
販
売

業
者
に
お
願
い
し
た
い
。

住
対
策
は
、
今
後
も
既
存

制
度
の
活
用
と
現
況
に
併

せ
た
施
策
の
充
実
を
図
り

た
い
。
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ブナりん イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

Vol.30

イワっぺ　ねぇ、ねぇ、議会
について詳しく聞く前に「議
会運営委員会」は、何をする
ところなの？

などを考え、議会に提出して議決されたこと
を進めていく、町当局のことをいうんだよ。

イワっぺ　議会は今聞いた「議決」するこ
と以外には何もできないの？
議長　他にもできることがあるよ。議会で
は政策提言をして、少しでも安心・安全・住
みよい町づくりの方法を考え、執行機関に提
案することができるよ。

アカショウちゃん　「政策提言」というの
はどういうこと？
議長　町民から出されたいろんな意見を議
会や委員会で政策立案して、町政に反映させ
るように町に提案していくことなんだよ。

イワっぺ　じゃあ、今度僕たちも只見の自
然環境について議会の人達に聞いてもらおう
っと！

議長　議会運営を効率的に行なうために設
けられている委員会で、議会の日程や請願・
陳情の取り扱いなどの協議をしたりする委員
会だよ。

な関係なんだ。相互に抑制と均衡（チェック・
アンド・バランス）を図りながら、町民の皆
さんが安心して暮らせるまちづくりのための
重要な役割があるんだよ。

議長　「議決機関」というのは、町政の中の
予算や決算、政策や将来の方向性などを最終
的に判断して議決する機関のことなんだよ。
　「執行機関」というのは、予算や政策・条例

アカショウちゃん「議決機
関」と「執行機関」について
も教えてよ。

ブナりん　町政にとって議
会の役割とはどんなことなの？
議長　議会は「議決機関」と
呼ばれ、町は「執行機関」と
呼ばれているよ。両者はそれ
ぞれ独立・対等の立場で、町
政を担う「車の両輪」のよう

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページから
視聴できます。

議会の役割
〜議会にできること

・できないこと

　　　について議長
に聞いてみます。
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vol.30

　
只
見
小
学
校

　
６
年　
三さ

ん

瓶べ　
叶か

な

翔と

　
只
見
に
は
、
全
国
に
誇

れ
る
豊
か
な
自
然
や
縄
文

か
ら
続
く
歴
史
、
民
俗
文

化
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ぼ
く
は
、
も
っ
と
多
く

の
人
た
ち
に
只
見
を
訪
問

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

　
只
見
中
学
校

　
１
年　
渡わ

た

部な
べ　

仁に

奈な

　
私
は
、
今
只
見
町
の
未

来
が
少
し
心
配
で
す
。
自

然
も
豊
か
だ
し
、
生
活
も

出
来
て
い
る
し
、
大
丈
夫

だ
と
は
じ
め
は
思
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
只
見
に
は

良
い
所
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
し
か
し
い
ろ
い
ろ

な
所
に
目
を
向
け
て
い
く

と
、
本
当
に
大
丈
夫
な
の

か
な
と
思
い
は
じ
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
番

心
配
な
の
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

中
に
も
あ
る
ゴ
ミ
の
こ
と

で
す
。
只
見
は
き
れ
い
だ

か
ら
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
い
ざ
ゴ
ミ

拾
い
を
し
て
み
る
と
た
く

さ
ん
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
以
上

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
全
国
に
発

信
し
て
い
く
と
、
も
っ
と

多
く
の
人
た
ち
が
只
見
に

興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
が
、
只
見
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
り
、
只
見
の
フ
ァ

ン
も
増
え
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ミ
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
い

け
ば
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が

町
に
あ
た
り
前
の
よ
う
に

落
ち
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
え
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
そ
れ
に
気
付
い
た

か
ら
何
を
す
れ
ば
い
い
の

発
行
責
任
者

　
議　
　
長　
大
塚
純
一
郎

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
小
沼　
信
孝

　
副
委
員
長　
菅
家　
　
忠

　
委　
　
員　
中
野　
大
德

　
　
　
　
　
　
山
岸　
国
夫

　
　
　
　
　
　
鈴
木　
好
行

　
　
　
　
　
　
酒
井
正
吉
郎

発行：只見町議会広報広聴常任委員会
〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591番地30
TEL：0241-82-5300　FAX：0241-82-5222　E-Mail :gikai@town.tadami.lg.jp

か
と
考
え
た
ら
、
今
只
見

町
で
取
り
組
ん
で
い
る
新

聞
紙
レ
ジ
袋
が
と
て
も
良

い
と
思
い
ま
し
た
。
レ
ジ

袋
も
減
ら
せ
る
し
、
ゴ
ミ

も
少
な
く
で
き
る
と
思
い

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
一

緒
に
活
動
し
て
、
只
見
町

を
よ
り
よ
く
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
只
見
町

只
見
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
！

編
集
後
記

　
１
６
６
号
で
は
町
民
の
皆
様
の
貴
重

な
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
「
議
会

報
告
会
」
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
編
集
作
業
を
進
め
て
い
く
中
で

改
め
て
ど
の
意
見
も
重
要
だ
し
、
迅
速

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

く
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
発
行
は
年
４
回
だ
け
で

す
が
、
気
軽
に
開
催
出
来
る
一
般
会
議

の
周
知
広
報
に
力
を
入
れ
、
よ
り
多
く

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て
頂
き
議

会
活
動
に
生
か
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

ま
す
の
で
、
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

�

（
小
沼
信
孝 

委
員
長
）
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